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賀
正

新
年
の
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す

　

あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
も
議
長
に
就
任
以
来
、
市
政
の
発
展
と

円
滑
な
議
会
運
営
に
微
力
な
が
ら
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
皆
様

か
ら
賜
り
ま
し
た
ご
理
解
と
ご
協
力
に
、
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
の
景
気
は
、
緩
や
か
で
は
あ
り
ま
す

が
、
拡
大
を
続
け
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
方
に
お
き
ま
し
て
は
景

気
回
復
を
実
感
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
お

り
、
地
域
間
格
差
も
益
々
拡
大
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
は
ぜ
ひ
と
も
、
地
方
に
お
い
て
も

景
気
回
復
を
実
感
で
き
る
よ
う
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
本
市
で

は
、
荒
尾
産
業
団
地
へ
の
企
業
の
進
出
や
、

荒
尾
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
全
国
大
会
出
場
な

ど
明
る
い
話
題
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

地
域
元
気
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
む
各
校
区

に
よ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
地
域

再
生
事
業
と
し
て
国
の
事
業
を
活
用
し
た
起

業
家
の
育
成
、
研
究
会
開
催
な
ど
の
多
彩
な

事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
全
国
各
地
の
市
議

会
か
ら
の
視
察
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
本
市
の
活
性
化
に
大

い
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
は
、
高
齢
化
社
会
や
地
方
分

権
に
対
応
し
た
自
主
自
立
の
行
政
運
営
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対

応
し
な
が
ら
も
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

地
方
交
付
税
等
の
大
幅
な
削
減
な
ど
に
よ

り
、
厳
し
い
行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
郷
土
荒
尾
市
を

こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安
心
で
、
住
み
よ
い
ま

ち
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
議

会
と
行
政
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
皆
様
方
、

そ
し
て
企
業
や
団
体
の
皆
様
方
の
英
知
と
情

熱
を
結
集
し
、
一
丸
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
の
御
期

待
に
お
応
え
す
べ
く
、
本
市
の
発
展
に
向
け

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支

援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

荒尾市議会議長

　　中尾　富枝

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
15
年
に
市
長
に
就
任
し
て

以
来
、
一
貫
し
て

「
市
民
の
皆
様
が
元
気

で
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
企
業
誘
致
や
地
域
再

生
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
産
業
振
興
あ
る

い
は
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
11
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
対
し
て

「
本
市
自
ら
の
創
意
工
夫
で

優
れ
た
施
策
を
実
施
し
地
方
自
治
の
充
実

発
展
に
寄
与
し
た
」
と
し
て
、
地
方
自
治

法
施
行
60
周
年
記
念
総
務
大
臣
表
彰
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
市

民
の
皆
様
と
行
政
と
が
一
体
と
な
っ
た
「協

働
」
に
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

賜
物
で
あ
る
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

有
明
地
域
の
優
都
と
な
る
こ
と
を
目
指
す

「２
０
３
０
あ
ら
お
有
明
優
都
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
基
づ
き
ま
し
て
、
石
炭
産
業
に

代
わ
る
主
要
産
業
の
育
成
を
目
指
す

「
荒

尾
カ
ー
ト
ピ
ア
構
想
」
や
市
民
の
皆
様
の

知
恵
と
や
る
気
を
形
に
し
た
「産
業
再
生
・

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

支
え
る
具
体
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
、

大
島
適
地
へ
の
企
業
誘
致
を
目
的
と
し
た

大
島
笹
原
線
道
路
整
備
や
、
世
界
文
化

遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る

「
万
田
坑
」

周
辺
の
整
備
な
ど
も
着
実
に
進
め
て
き
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
行
政
の
効
率
化
と
財
政
の
健

全
化
を
高
め
つ
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
市

民
の
皆
様
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
な
が
ら

「
元
気
な
あ
ら
お
」
づ
く
り

の
た
め
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら

し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

 荒尾市長

前畑　淳治
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ま
ち
の
話
題

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

まちの話題・くらしの情報

児
童
手
当　

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

12
歳
以
下
の
小
学
校
修
了
前
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で
、
前

年
の
所
得
が
一
定
額
未
満
の
方

は
、
申
請
さ
れ
る
と

「児
童
手
当
」

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
場
合
、
支
給
開
始

は
請
求
を
し
た
月
の
翌
月
か
ら
に

な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
急
に
手

続
き
を
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所　

市
民
課
⑦
番
窓
口

●
必
要
な
も
の　

①
印
鑑

（認
印
）

②
保
護
者
の
健
康
保
険
証

③
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

（
郵

便
局
を
除
く
）

※
平
成
19
年
１
月
２
日
以
降
、
荒

尾
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成

19
年
度
所
得
課
税
証
明
書
を
前

市
町
村
役
場
か
ら
取
り
寄
せ
て
く

だ
さ
い
。

※
児
童
が
荒
尾
市
以
外
に
居
住

し
て
い
る
方
は
児
童
の
世
帯
全
員

記
載
の
住
民
票
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

［問
］
市
民
課
☎
63
・
１
３
２
６

松
島　

眞
智
子
さ
ん

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　

桜
山
校
区
生
活
会
議
さ
く
ら
会

代
表
と
同
校
区
青
少
年
健
全
育
成

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
を
務
め
る
松

島
眞
智
子
さ
ん
（桜
山
町
一
丁
目
）

が
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
松
島
さ
ん
は

「
16
年
間
熱
心
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
活

動
の
輪
も
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
大

変
光
栄
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
家
庭
ご
み
の
有
料

指
定
袋
出
し
の
説
明
会
を
、
主
に

行
政
区
単
位

（
91
会
場
）
で
行
い

ま
し
た
が
、
参
加
で
き
な
か
っ
た

方
や
も
う
一
度
説
明
を
聞
き
た
い

方
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

日期 場所 ・ 時間 日期 場所 ・ 時間

１
月

24 日
（木）

万田炭鉱館
午後６時 30 分～

２
月

２日
（土）

小岱工芸館
午前 10時～26日

（土）
市役所 11 号会議室
午後１時 30 分～

27 日
（日）

総合文化センター
１，２会議室
午後１時 30 分～

３日
（日）

みどり蒼生館
午後３時 30 分～

20
年
４
月
か
ら

家
庭
ご
み
の
有
料
指
定
袋
出
し
が

始
ま
り
ま
す

［
問
］
環
境
保
全
課

☎
63
・
１
３
８
６

●説明会日程

石
崎
卓
郎
さ
ん

（
二
中
２
年
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
強
化
選
手
に

選
ば
れ
ま
し
た
！

　

石
崎
卓
郎
さ
ん
が
、
８
月
に
行

わ
れ
た
第
47
回
全
国
中
学
校
水

泳
競
技
大
会

（
岩
手
県
盛
岡
市
）

50
メ
ー
ト
ル
自
由
形
で
、
自
己
ベ
ス

ト
の
24
秒
71
を
マ
ー
ク
し
、
標
準

記
録
25
秒
22
を
突
破
し
、
準
強
化

選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
石
崎
さ

ん
は

「
準
強
化
選
手
合
宿
で
は
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
次
も
視
野
に
入

れ
て
、
自
覚
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
き

ま
す
。
ま
た
今
後
は
、
体
力
を
つ

け
100
メ
ー
ト
ル
に
も
挑
戦
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く
話
さ
れ

ま
し
た
。

工
事
の
お
知
ら
せ

　

１
月
下
旬
か
ら
３
月
中
旬
ま
で

の
約
２
カ
月
間
、
増
永
緑
ケ
丘
線

の
道
路
補
修
工
事

（
約
200
メ
ー
ト

ル
）
を
行
い
ま
す
。
片
側
通
行
止

め
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
打
ち
換

え
工
事
を
施
工
し
ま
す
の
で
交
通

渋
滞
・
騒
音
・
振
動
・
ほ
こ
り
等

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
問
］
土
木
課
☎
63
・
１
４
８
７

国道 208 号線
方面

水道局

工事区間

あらおシティ
モール方面

約 200 メートル

市道増永緑ヶ丘線

有明高校
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 水使用についての
アンケート調査結果

　水道局では、 10 月５日 （金） から 15 日 （月） にかけて 「水使用についてのアンケート」 を実施しました。

市水契約 1,000 件に調査した結果、 455 件、 回答率 45.5％の回答が得られました。 ご協力ありがとうござい

ました。 水道事業の将来計画に反映させていただきます。

　今回は調査結果の一部を紹介します。

（すべての調査結果の内容とご意見への回答は荒尾市のホームページに掲載しています。 また、 市役所２階

「情報公開資料コーナー」 および水道局でご覧いただくことができます。）

Ｑ１、 （水道水の飲み方について）

ご自宅では水道水をどのような飲み方で 「飲み水」 として利用していますか。

①水道水をそのまま飲む （17.4％）

②水道水を煮沸して飲む （37.1％）

③浄水器を使用して飲む （19.1％）

④冷蔵庫で冷やして飲む （2.4％）

⑤水道水は飲まないで市販の水を飲む （16.5％）

⑥その他 （6.4％）

　最も回答が多かったのは 「煮沸して飲む」 37.1％、次いで 「浄水器を使用」 19.1％で、

水道水を何らかの方法で加工して飲用する （②～④） は全体の 58.6％でした。 「そ

のまま飲む」 は 17.4％で 「市販の水」 および 「その他 （湧水等）」 の 22.9％を下回

っています。

Ｑ２、 （水道水をそのまま飲まない理由）

Ｑ１で， 水道水をそのまま飲まない方は， その理由をお聞かせください。

①おいしくない （14.2％）

②塩素臭 ・ カルキ臭が気になる （33.2％）

③かび臭い （1.6％）

④安全性に不安がある （25.5％）

⑤何となく （19.3％）

⑥その他 （6.2％）

　最も回答が多かったのは 「塩素臭 ・ カルキ臭が気になる」 33.2％で、 次いで 「安

全性に不安がある」 25.5％、 「何となく」 19.3％と続いています。 これは、 近年、 新

聞やテレビ等の報道や浄水器販売で、 水道水の安全性について、 耳にすることが多

くなったため、 水道水を無意識的に避けてしまう傾向があるものと考えられます。

　「満足」 「やや満足」 が 28.9％、 「普通」 が 44.2％、 「不満」 「やや不満」

が 25.1％でした。

Ｑ３、 （安全性について）

水道水の安全性に対する満足度をお尋ねします。

水道水の飲み方

①
17.4％

②
37.1％

③
19.1％

④
2.4％

⑤
16.5％

⑥
6.4％

無回答
1.1％

①
14.2％

水道水をそのまま飲まない理由

②
33.2％

③
1.6％

④
25.5％

⑤
19.3％

⑥
6.2％

「安全性」 について

満足
16.8％

やや満足
12.1％

普通
44.2％

やや不満
17.4％

不満
7.7％

無回答
1.8％
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Ｑ４、 （節水について）

ご自宅では節水について何かしていますか。

①給水栓 （蛇口） をこまめに開閉し節水に努めている （35.8％）

②ときどき， あるいはいつも風呂の残り水を洗濯用に利用している （28.0％）

③洗濯機や食器洗い機などの家電品は， 節水タイプの製品を目安に購入して

いる （13.0％）

④食器は水を溜めてから洗う （17.4％）

⑤節水コマなどの節水器具を給水栓に付けている （2.7％）

⑥特になにもしていない （3.1％）

　90％以上の家庭で何らかの節水対策を行っており、 市民の節水意識が高いこと

が判断できます。 その対策として、 最も多かったのが 「蛇口をこまめに開閉する」

で 35.8％、 次いで 「風呂の残り水を洗濯用に利用」 で 28.0％となっています。 な

かには、 雨水を使用しなくなった合併浄化槽に貯留し、 トイレの洗浄水や家庭菜

園への散水に利用している家庭もありました。

Ｑ５、 （水道料金について）

電気料金やガス料金など， 他の公共料金と比べて水道料金は， どのようにお

考えですか。

　「安い」 「やや安い」 が 11.3％、 「妥当」 が 39.6％で、 半数以上が妥当およ

び安いと感じているようです。 しかし， 「高い」 「やや高い」 が 38.2％と感じる方

も多くなっています。  

Ｑ６、 （水道水質と料金の関係について）

水道の水質をより良くすることと料金との関係についてどのように思われますか。

①水道料金が高くなっても、 もっとおいしい水を供給すべきである （10.5％）

②水道料金が高くなっても、 もっと安全で安定した供給体制を構築すべきであ

る （21.5％）

③水道料金が高くなるなら現状のままでよい （48.8％）

④浄水器、ボトルウォーターなどを利用しているので、現状のままでよい （15.6%）

　水道料金を現状のままで良いとの回答が 64.4％と約 2/3 を占め， 料金を上げ

てでも、 おいしい水 ・ 安定供給を望むとの回答が 32.0％と約 1/3 となりました。

［問］水道局☎ 64-3333

　アンケート結果により、 水道水の水質について満足されていない方や、 日頃から節水意識が高く 「水の大切さ」

を認識されている方が多くおられました。

　荒尾市の水道はほとんどが地下水です。 水道局では水質を良くするために、 既設水源の見直しや、 新しい水源

の確保などを検討しています。 地下水を守るため、 より多くのみなさまに節水へのご協力をお願いします。

　水はかけがえのない貴重な資源、 財産です。 後世まで守り伝えていかなければなりません。 水道局では、 あら

ゆる機会をとらえ水の大切さを訴えていきたいと考えています。

くらしの情報

①
35.8％

節水について

②
28.0％

③
13.0％

④
17.4％

⑤
2.7％

⑥
3.1％

安い
5.1％

水道料金について

やや安い
6.2％

妥当
39.6％

やや高い
25.7％

高い
12.5％

わからない
9.2％

無回答
1.7％

①
10.5％

水道水質と料金の関係について

②
21.5％

③
48.8％

④
15.6％

無回答
3.6％
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　平成 20 年４月から、 75 歳以上の全ての人 （65 ～ 74 歳で一定の障害があると後期高齢者医療広域連合に認め

られた人を含みます。） は、 「後期高齢者医療制度」 を受けることになります。

　この 「後期高齢者医療制度」 では、 保険料が個人単位で賦課され、 納付 （年金からの差し引きや口座振替など）

していただきます。

　保険料の賦課額は、 被保険者一人ひとりにかかる均等割額と、 被保険者の前年の所得に応じて算定する所得割

額 （基礎控除後の総所得金額等×所得割率） との合計となります。

　この均等割額と所得割率は熊本県内で原則均一となり、 ２年ごとに見直しがあります。

　平成 20 ・ 21 年度の熊本県の保険料率は、 次のとおりです。

　平成 15 年度から平成 17 年度までの一人あたり老人医療給付費の平均が県内平均老人医療給付費より 20％以上

低い市町村においては、 ６年間、 保険料率の特例措置があります。

　後期高齢者医療保険料の賦課限度額は、 一人当たり 50 万円となります。

保険料を算定するにあたり、 次のような軽減措置があります。

①国民健康保険と同様に、 所得が少ない被保険者の方には、 同一世帯の被保険者および世帯主

の総所得金額により、 均等割額の７割、 ５割、 ２割の軽減があります。

②被用者保険 （社会保険や健保組合等） の被扶養者であった方は、 制度加入時から２年間、 所得

割額が賦課されず、 均等割額が５割軽減 （※） されます。

※平成 20 年度のみの特例として、 さらに均等割額の軽減があります。

　　　　 ・ 平成 20 年４月から９月まで…均等割額が全額免除

　　　　 ・ 平成 20 年 10 月から翌年３月まで…均等割額が９割軽減

　この他に、 被保険者またはその世帯の世帯主が災害により財産に著しい損害を受けたときや失業によりその収

入が著しく減少したときなどは、 保険料の減免が受けられることがあります。

県内一人当たりの平均保険料額…77,600 円 （61,100 円）

（　） 内は、 軽減措置 （均等割額を７割、 ５割、 ２割減額） 後の平均保険料額となります。

被保険者の半数近くは、 この軽減措置により年間保険料額 14,000 円となります。

75 歳以上の方へ
　　　　 後期高齢者医療制度の
保険料率が決定しました

熊本県の均一保険料率 （平成 20 ・ 21 年度）

均等割額
　46,700 円

所得割率
 8.62％

保険料の軽減について
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モデルケース別保険料 ※ 78 歳の公的年金受給者で、 年金収入のみの場合

例１）　１人世帯の方で、 公的年金収入が 79 万円の場合

均等割　14,000 円　　　＋　　　所得割　０円　　　＝　　　年額　14,000 円

　　　　　（７割軽減）

例２）　２人世帯の方で、 公的年金収入が夫 199 万７千円、 妻 79 万円の場合

・ 夫の後期高齢者医療保険料

　均等割　37,300 円　　＋　　所得割　40,300 円　　＝　　年額　77,600 円

　　　　　　（２割軽減）

・ 妻の後期高齢者医療保険料

　均等割　37,300 円　　＋　　所得割　　　　  0 円　　＝　　年額　37,300 円

　　　　　　（２割軽減）

例３）　自営業の子供 （世帯主） と同居している場合 （国民健康保険加入）
　　　　（本人　公的年金収入　79 万円、 子供　営業所得　400 万円）

均等割　46,700 円　　　＋　　　所得割　０円　　　＝　　　年額　46,700 円

　　　　　（軽減なし）

例４）　会社員の子供 （世帯主） と同居している場合 （社会保険加入）
　　　　（本人　公的年金収入　79 万円、 子供　給与収入　400 万円）

均等割　23,300 円　　　＋　　　所得割　０円　　　＝　　　年額　23,300 円

※被用者保険の被扶養者については、 激変緩和措置として、 制度加入時から２年間、 所得割は課

さず、 均等割額を５割軽減します。

　 ただし、平成 20 年度のみの特例として、さらに均等割額の軽減があります。

　 　　　　 均等割　2,300 円　      ＋    　所得割　０円　     ＝　    年額　2,300 円

　平成 20 年４月から９月まで…均等割額　０円 / ６カ月

　平成 20 年 10 月から翌年３月まで…均等割額　2,300 円 / ６カ月　

　保険料の納付方法

［問］健康生活課☎ 63-1420 または熊本県後期高齢者医療広域連合☎ 096-368-6511

　後期高齢者医療制度の保険料は、介護保険と同様に、年金からの差し引き （特別徴収） と納付書等での納付 （普

通徴収） 方法があります。

特別徴収 普通徴収
年金受給額が年額 18 万円以上あり、 後期高齢

者医療保険料と介護保険料との合算額が年金受

給額の２分の１を超えない方。

⇒年金から差し引きされます。

１　年金受給額が年額 18 万円未満の方。

２　後期高齢者医療保険料と介護保険料との合算

　　額が年金受給額の２分の１を超える方

⇒納付書または口座振替により市町村へ納付して

いただきます。

くらしの情報
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シ

リ

ズ

ー

「荒
尾
市
民
病
院
」
は
今
！

　

皆
さ
ま
に
、
よ
り
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
荒
尾
市
民

病
院
の
現
状
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

９

くらしの情報

　

外
科
は
、
消
化
器
や
胸
部
・
腹
部

等
を
主
に
手
術
で
治
療
す
る
部
門
で

す
。
主
な
疾
患
は

「
胃
が
ん
」
「
大

腸
が
ん
」
「肺
が
ん
」
「乳
が
ん
」
「胆

石
症
」
「
ソ
ケ
イ
ヘ
ル
ニ
ア

（
脱
腸
）」

「
イ
レ
ウ
ス

（
腸
閉
塞
）」
「
虫
垂
炎

（
盲
腸
）」
等
広
い
範
囲
の
疾
患
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
治
療

に
は
手
術
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
市

民
病
院
で
は
従
来
の
メ
ス
を
使
っ
た

開
腹
手
術
に
代
わ
り

「
内
視
鏡
下

手
術
」
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
内

視
鏡
下
手
術
と
は
、
腹
腔
鏡
・
胸

腔
鏡
と
呼
ば
れ
る
細
い
カ
メ
ラ

（
電

子
ス
コ
ー
プ
）
を
挿
入
し
て
、
テ
レ
ビ

モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
胆
石
や
腫
瘍

等
を
摘
出
す
る
方
法
で
、
野
球
の
王

監
督
の

「
が
ん
手
術
」
で
有
名
に
な

り
ま
し
た
が
、
市
民
病
院
で
の
外
科

手
術
は
、
こ
の
手
術
が
主
流
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
特
徴
と
し
て
、
お
な

か
を
大
き
く
切
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

患
者
さ
ん
の
手
術
後
の
痛
み
が
非
常

に
少
な
い
こ
と
、
ま
た
、
手
術
後
の

外
科

胃
や
腸
の
動
き
の
回
復
が
早
く
、
お

な
か
を
切
る
手
術
と
比
較
し
て
早
く

か
ら
食
事
が
開
始
で
き
、
手
術
の
翌

日
に
は
ト
イ
レ
ま
で
一
人
で
歩
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。
従
来
の
手
術
の
よ

う
に
大
き
な
傷
を
必
要
と
し
な
い
た

め
、
手
術
後
の
痛
み
も
少
な
く
、
回

復
が
早
く
、
入
院
期
間
も
短
く
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
手
術
後
の
傷
跡
は

非
常
に
小
さ
な
も
の
で
、
１
年
か
ら

３
年
も
す
る
と
傷
跡
は
ほ
と
ん
ど
わ

か
ら
な
く
な
る

「
か
ら
だ
に
優
し
い

手
術
」
で
す
。
ま
た
、
手
術
に
引
き

続
き
行
わ
れ
る
化
学
療
法

（抗
が
ん

剤
治
療
）
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

緩
和
ケ
ア
が
必
要
な
方
に
は
患
者
様

が
感
じ
る
心
と
体
の
痛
み
を
和
ら
げ

る
医
療
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
民

病
院
の
外
科
医
は
強
力
陣
容
で
、
近

隣
か
ら
も
高
い
評
価
と
信
頼
を
得

て
い
ま
す
。
外
科
は

「
今
ま
で
経
験

し
た
こ
と
が
無
い
体
の
痛
み
が
あ
る
」

「
が
ん
検
診
で
腫
瘍
が
見
つ
か
っ
た
」

時
の
担
当
科
で
す
。

●
外
科
の
医
師

◆
大
嶋　

壽
海　

院
長

専
門
領
域
…
胸
部
外
科
、
消
化
器

外
科　
　

昭
和
55
年
３
月 

熊
本
大
学
医
学
部

卒
業    

所
属
学
会
…
日
本
外
科
学
会
、
日

本
胸
部
外
科
学
会
、
日
本
消
化
器

外
科
学
会

◆
勝
守　

高
士　

外
科
診
療
部
長

(

Ｉ
Ｃ
Ｕ) 

専
門
領
域
…
消
化
器
外
科 

、 

乳
腺
・

甲
状
腺
外
科
、 

救
急
医
療

昭
和
59
年
３
月 

熊
本
大
学
医
学
部

卒
業  

所
属
学
会
…
日
本
外
科
学
会
、
日

本
消
化
器
外
科
学
会
、
日
本
消
化

器
病
学
会

◆
濱
口 

裕
光　

消
化
器
セ
ン
タ
ー
部
長   

専
門
領
域
…
消
化
器
外
科
、 

乳
腺
・

内
分
泌
外
科　
　
　
　

昭
和
62
年
３
月  

熊
本
大
学
医
学
部

卒
業   

所
属
学
会
…
日
本
消
化
器
外
科
学

会
、
日
本
外
科
学
会

◆
山
本　

真
一　

外
科
部
長

専
門
領
域
…
腫
瘍
外
科
、
消
化
器

内
視
鏡
、
食
道
疾
患　
　

昭
和
63
年
３
月 

熊
本
大
学
医
学
部

卒
業  

所
属
学
会
…
日
本
外
科
学
会
、
日

本
消
化
器
外
科
学
会
、
日
本
消
化

器
内
視
鏡
学
会
、
日
本
内
視
鏡
外

科
学
会

外
来
診
療
日
…
午
前
８
時
30
分
か

ら
新
患
は
午
前
11
時
ま
で
、
再
来
は

11
時
30
分
ま
で
で
す
。 

麻
酔
科

　

麻
酔
科
は
手
術
の
際
に
立
ち
会
う
医

師
の
中
で
、
麻
酔
を
専
門
に
行
う
診

療
科
で
す
。
市
民
病
院
で
行
わ
れ
る

全
て
の
全
身
麻
酔
と
一
部
の
局
所
麻

酔
を
担
当
し
て
お
り
、
優
秀
な
麻
酔

科
医
が
常
勤
し
て
い
る
た
め
、
安
心
し

て
長
時
間
に
及
ぶ
手
術
も
受
け
ら
れ

ま
す
。
全
身
麻
酔
施
行
中
の
患
者
さ

ん
は
、
麻
酔
と
い
う
刺
激
を
体
に
受

け
る
だ
け
で
な
く
、
手
術
と
い
う
刺

激
を
も
体
に
受
け
る
た
め
さ
ま
ざ
ま

な
医
学
的
な
反
応
が
患
者
さ
ん
に
起

こ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
血
圧
が
上
昇

し
す
ぎ
た
り
、
逆
に
下
が
り
過
ぎ
た

り
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
を
う
ま
く
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
な
い
と
手
術
中
、
も
し
く

は
手
術
後
の
患
者
さ
ん
の
命
に
影
響
が

及
び
ま
す
。
当
然
、
痛
み
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
も
必
要
で
、
麻
酔
科
医
は
手
術

前
か
ら
患
者
さ
ん
を
診
察
し
て
患
者

さ
ん
の
状
態
を
把
握
し
て
、
手
術
中

は
も
ち
ろ
ん
手
術
後
も
患
者
さ
ん
を

診
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
重
症
な
患

者
様
は
、
手
術
後
も
救
急
・
集
中
治

療
室

（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
と
い
う
と
こ
ろ
で
軽

快
す
る
ま
で
麻
酔
科
医
が
責
任
を
持

っ
て
治
療
に
あ
た
り
ま
す
。
も
う
一
つ
、

麻
酔
科
医
が
行
う
仕
事
に
、
ペ
イ
ン
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
い
っ
て
、
痛
み
に
関
す
る
外

来
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
麻
酔
科
医

が
専
門
と
す
る
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
の
手
法

を
用
い
て

「
帯
状
疱
疹
痛
」
「
腰
下
肢

痛
」
「顔
面
神
経
麻
痺
」
等
の
治
療
を

主
に
行
っ
て
い
ま
す
。
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
と

い
う
の
は
、
神
経
の
近
く
に
針
を
刺
し
、

神
経
を
一
時
的
に
麻
痺
さ
せ
る
方
法

で
、
ブ
ロ
ッ
ク
施
行
後
30
分
ほ
ど
安
静

に
し
て
頂
い
た
後
に
、
ご
自
分
で
帰
宅

し
て
頂
け
ま
す
。

●
麻
酔
科
の
医
師

◆
松
村　

健　

外
科
診
療
部
長
兼
麻

酔
科
部
長

専
門
領
域
…
麻
酔
科
全
般
、 

ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

昭
和
59
年
３
月 

福
岡
大
学
医
学
部

卒
業    

所
属
学
会
…
日
本
麻
酔
学
会

（
指
導

医
）、
日
本
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
学
会

◆
及
川　

美
帆
里　

麻
酔
科
医
師 

専
門
領
域
…
麻
酔
科
一
般　
　

平
成
15
年
３
月 

福
岡
大
学
医
学
部

卒
業  

所
属
学
会
…
日
本
麻
酔
学
会

外
来
診
療
日
…
午
前
８
時
30
分
か

ら
新
患
は
午
前
11
時
ま
で
、
再
来
は

11
時
30
分
ま
で
で
す
。 

火
・
金
曜
…
松
村 

健 

部
長

月
・
水
・
木
曜
…
休
診

［
問
］
荒
尾
市
民
病
院
総
務
課

☎
63
・
１
１
１
５

（内
線
511
）
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■
無
料
法
律
相
談　

２
月
21
日

（
木
）
／
午
後
１
時
～
４
時
／
申

込
受
付
…
２
月
８
日

（
金
）
～
20

日

（
水
）
ま
で
／
予
約
先
着
８
名

／
市
役
所
総
合
案
内
で

［
申
・
問
］
総
合
案
内
☎
63

・
１
５
０
３

■
行
政
相
談　

１
月
28
日

（
月
）

午
前
10
時
～
正
午
／
市
役
所
総
合

案
内
で

［
申
・
問
］
総
合
案
内
☎
63

・
１
５
０
３

■
年
金
等
に
関
す
る
社
会
保
険
相
談

１
月
22
日

（
火
）、
午
前
10
時
～

午
後
３
時
／
11
号
会
議
室
で

［
申
・
問
］
健
康
生
活
課

☎
63
・
１
３
２
７

各
種
相
談

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

ご
協
力
を
！

　

献
血
者
が
減
少
し
が
ち
な
冬
季

は
、
輸
血
用
の
血
液
不
足
が
起
き

や
す
い
季
節
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
熊
本
県
で
は
１
月
～

２
月
の
２
カ
月
間
、
成
人
式
を
迎

え
る

「
は
た
ち
」
の
若
者
を
中
心

に
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
献
血
の
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
献
血
は

生
命
を
救
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
問
］
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
63
・
１
１
３
３

くらしの情報

　

教
育
委
員
会
で
は
、
自
ら
学
び
、

考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
す

る
力
な
ど―

「生
き
る
力
」
を
育
む

た
め
に
、
豊
か
な
人
間
性
、
確
か
な

学
力
、
た
く
ま
し
い
体
の
育
成
を
目

標
に
お
い
て
、
教
育
の
質
の
向
上
を

図
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中

「学
校
二
学
期
制
」

に
つ
い
て
、
本
市
で
は

「
モ
デ
ル
校
」

に
小
学
校
３
校
・
中
学
校
４
校
を
指

定
し
、
平
成
20
年
度
に
先
進
的
な

取
り
組
み
を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
「学
校
二
学
期
制
」
に
つ
い
て
、

本
号
と
次
号
の
２
回
に
分
け
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
経
緯　

全
国
や
県
内
の
先
進
事
例

の
研
究

（
先
進
地
視
察
を
含
む
）、

教
育
関
係
者
や
保
護
者
か
ら
な
る

「
検
討
委
員
会
」
（
12
名
）
の
立
ち

上
げ
と
審
議

（
６
月
～
９
月
に
か
け

５
回
開
催
）、
市
校
長
会
・
教
頭
会

な
ど
と
の
意
見
交
換
、
玉
名
管
内
の

導
入
状
況
や
動
き
等
の
考
慮
な
ど
か

荒
尾
市
の
学
校
二
学
期
制

（
上
）

平
成
20
年
４
月
か
ら　

「学
校
二
学
期
制
」、

　
　
　
　
　
　
　

モ
デ
ル
校

（７
校
）
で
試
行

～　

教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に　

～

ら
、
次
の
よ
う
な

「
モ
デ
ル
校
に
よ

る
二
学
期
制
実
施
プ
ラ
ン
」
を
作
成

し
、
新
年
度
か
ら
試
行
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

●
実
施
プ
ラ
ン
の
概
要

①
１
年
間
を

「
前
期
」
と

「
後
期
」

の
二
学
期
に
分
け
ま
す
。

②

「
前
期
」
を
、
４
月
１
日
か
ら
10

月
の
第
二
月
曜
日

（
体
育
の
日
）
ま

で
と
し
、
「
後
期
」
を
、
体
育
の
日

の
翌
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま
で

と
し
ま
す
。

③

「
長
期
休
業
日
」
（
夏
休
み
、
冬

休
み
な
ど
）
は
、
現
在
の
ま
ま
で
実

施
し
ま
す
。
（
長
期
休
業
日
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
短
縮
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
ご
意
見
が
あ
り
今
後
も
研
究
し
て

い
き
ま
す
。）

④
モ
デ
ル
校
と
し
て
は
、
市
内
全
校

か
ら
実
施
希
望
校
を
募
り
、
希
望

校
の
中
か
ら
小
学
校
３
校

（
一
小
・

二
小
・桜
山
小
）、
中
学
校
４
校

（一

中
・
二
中
・
三
中
・
四
中
）
を
指

定
し
ま
し
た
。

　

「何
を
、
ど
う
す
る
？　

何
が
、
ど

う
な
る
の
？　

」
…
二
学
期
制
の
目

指
す
も
の

▼
教
育
活
動
全
体
に
ゆ
と
り
を
生

み
出
し
、
先
生
が
子
ど
も
と
じ
っ
く

り
対
応
す
る
時
間
の
増
を
目
指
し

ま
す
。

　

学
期
の
期
間
が
長
く
な
る
こ
と
で
、

そ
の
特
長
を
生
か
し
て
、
年
間
の
教

育
活
動
計
画
を
全
体
に
わ
た
っ
て
見

直
し
ま
す
。

　

ま
た
、
始
業
式
や
終
業
式
、
学
期

末
の
事
務
整
理
時
間
な
ど
を
見
直

し
、
授
業
時
数
を
増
や
し
ま
す
。
こ

の
時
間
的
ゆ
と
り
の
創
出
に
よ
り
、

先
生
と
子
ど
も
が
授
業
や
い
ろ
い
ろ

な
活
動
に
取
り
組
む
時
間
、
ふ
れ
あ

い
の
時
間
と
し
て
有
効
活
用
を
図
り

ま
す
。
学
習
の
質
・
量
の
改
善
を
進

め
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の

学
力
の
充
実
・
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼
長
期
の
ス
パ
ン
に
よ
る
評
価
が
可

能
と
な
り
、
よ
り
精
度
の
高
い
評
価
、

指
導
の
充
実
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
一
人
一
人
の
観
察
・
評
価

を
じ
っ
く
り
進
め
、
き
め
細
か
な
指

導
・
助
言
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

評
価
方
法
が

「
相
対
評
価
」
か
ら

「
絶
対
評
価
」
に
転
換
し
て
お
り
、

二
学
期
制
導
入
に
よ
っ
て
長
い
ス
パ
ン

の
中
で
評
価
で
き
ま
す
の
で
、
評
価

の
精
度
を
向
上
さ
せ
る
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
で
、
子
ど
も
の
よ
り
よ
い

成
長
を
促
進
し
ま
す
。

▼
二
学
期
制
導
入
を
契
機
に
、
教

育
活
動
全
体
を
見
直
し
、
教
育
活

動
の
改
善
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
行
事
や
教
育
課
程
の
あ
り
方

を
見
直
し
、
改
善
・
充
実
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
教
育
活
動
全
体
の
質
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼
授
業
時
数
増
加
の
中
で
、
こ
れ
を

有
効
に
活
用
し
て
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
た
ゆ
と
り
あ
る
時
間

の
中
で
、
各
学
校
の
地
域
性
や
時
代

の
要
請
、
独
自
の
方
針
な
ど
に
基
づ

く
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
展
開
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

▼
こ
れ
ら
全
体
の
展
開
の
中
で
、
教

職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら

れ
て
き
た

「
三
学
期
制
」
の
固
定
し

た
考
え
、取
り
組
み
を

「二
学
期
制
」

を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
、
今
一
度

点
検
・
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

教
育
の
発
展
・
充
実
の
ス
テ
ッ
プ
・

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

※
次
号
は
、
二
学
期
制
に
つ
い
て

「Ｑ

＆
Ａ
方
式
」
で
説
明
し
ま
す
。

［
問
］
教
育
振
興
課

☎
63
・
１
６
５
９
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市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
計
画

「
女ひ

と

と
男ひ

と

い
き
い
き
プ
ラ
ン
21
」
の

改
定
に
伴
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
男
女
共

同
参
画
計
画

「
女ひ

と

と
男ひ

と

い
き
い
き

プ
ラ
ン
21
」
は
、
平
成
15
年
３
月

に
策
定
し
ま
し
た
が
、
策
定
後
５

年
を
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
度
中
間
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は

「
荒
尾
市
男
女

共
同
参
画
計
画

（
素
案
）」
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
対

す
る
皆
さ
ま
の
ご
意
見
、
ご
提
案

を
募
集
し
ま
す
。

●
意
見
募
集
の
対
象

荒
尾
市
男
女
共
同
参
画
計
画

（素

案
）

●
閲
覧
場
所

市
役
所
２
階　

情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
、
働
く
女
性
の
家

（
エ
ポ
ッ
ク
・

荒
尾
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

●
提
出
方
法

住
所
・
氏
名

（ま
た
は
団
体
名
）
・

電
話
番
号
等
を
記
入
の
上

（
様
式

は
問
い
ま
せ
ん
）
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。

※
電
話
や
口
頭
で
の
意
見
・
提
案

の
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
提
出
先　

〒
864
・
８
６
８
６　

（
住
所
記
載
不
要
）
荒
尾
市
役
所

総
務
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室

Ｆ
Ａ
Ｘ
62
・
３
２
７
０

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スd

an
jo@

city
.

arao.lg
.jp

●
提
出
期
限　

２
月
１
日

（金
）
ま
で

［
問
］
男
女
共
同
参
画
推
進
室　

☎
63
・
１
２
０
８

荒
尾
市
男
女
共
同
参
画
計
画

（素
案
）
に
関
す
る

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

平
成
19
年
度　

荒
玉
地
域

み
ん
な
で
い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

男
女
が
と
も
に
尊
重
し
あ
う
男
女

共
同
参
画
の
社ま

会ち

づ
く
り
を
め
ざ

し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
２
日

（
土
）
午
後

１
時

（正
午
開
場
）
～
３
時
40
分

●
場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

●
内
容

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

荒
尾
高
校
の
生
徒
さ
ん
に
よ
る

吹
奏
楽
の
演
奏

（
吹
奏
楽
部
）、

御み

神か
ぐ

楽ら

（普
通
科
体
育
コ
ー
ス
）

▽
中
学
生
の
作
文
優
秀
作
品
表
彰

お
よ
び
発
表

▽
講
演　

テ
ー
マ
「～
落
語
界
に

新
し
い
風
～　

女
性
初
の
真
打
・

と
っ
て
お
き
の
お
噺

は
な
し

」

講
師　

古こ

今こ
ん

亭て
い　

菊き
く

千ち

代よ　

氏

（落
語
家
）

※
入
場
無
料
、
特
産
品
販
売
、

託
児
あ
り

（
２
歳
～
就
学
前
／
１

月
25
日

（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み

必
要
）、
手
話
通
訳
対
応

［
問
］
男
女
共
同
参
画
推
進
室　

☎
63
・
１
２
０
８

荒
尾
・
玉
名
地
域
男
女
共
同

参
画
活
動
支
援
事
業

ま
ず
は
我
が
家
か
ら
そ
し
て
地

域
へ　

～
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

考
え
て
み
よ
う
～ 

　

「
う
ち
の
嫁
は
…
姑
は
…
夫
は

…
」
と
不
平
ば
か
り
の
暮
ら
し
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
持
ち
よ
う

で
、
家
族
が
協
力
し
あ
う
暮
ら
し

へ
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時　

１
月
26
日

（土
）  

午
後
１
時
～
３
時
30
分

●
場
所　

玉
名
市
福
祉
セ
ン
タ
ー 

大
広
間

（玉
名
市
岩
崎
88
‐
４
）

●
内
容

▽
寸
劇
…

「
ね
ぇ
、
ち
ょ
っ
と
、

手
伝
っ
て
は
い
よ
！
」
「
地
域
の
こ

と
に
あ
～
た
も
入
り
な
っ
せ
」

出
演　

婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー

▽
講
演
…

「
男
女
共
同
参
画
～

人
生
を
と
も
に
た
の
し
む
～
」

講
師 

熊
本
大
学 

教
授　

鈴
木
桂
樹 

氏

※
入
場
無
料
、
託
児
あ
り

［
問
］ 

玉
名
市
地
域
婦
人
会
連
絡

協
議
会

（髙
岡
）

☎
74
・
９
０
０
７

ひ
ろ
げ
る
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ひ
ろ
げ
よ
う
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
冬
季

に
流
行
を
繰
り
返
し
、
国
民
の
健

康
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
我
が
国
最
大
の
感
染
症
で

す
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
】

①
咳
・
く
し
ゃ
み
の
際
に
は
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、

周
り
の
ひ
と
か
ら
顔
を
そ
む
け
ま

し
ょ
う
。

②
使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
す
ぐ

に
フ
タ
付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま
し

ょ
う
。

③
症
状
の
あ
る
人
は
マ
ス
ク
を
正
し

く
着
用
し
感
染
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等　

感
染
症
相

談
窓
口
】

●
開
設
日
時　

３
月
31
日

（
月
）

ま
で

（
土
・
日
曜
・
祝
日
除
く
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

☎
03
・
３
２
０
０
・６
７
８
４

［
問
］
県
少
子
化
対
策
課

☎
096
・
333
・
２
２
２
７　



  11  広報あらお  Ｈ 20 新春合併号

　

平
成
19
年
度
中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」
で
本
市
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀

作
品
を
前
号
に
続
き
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
学
生
の

税
に
つ
い
て
の

作
文　

荒
尾
市
長
賞 

「
税
金
あ
り
が
と
う
」

   

第
二
中　

一
年　

 

中
島
寛
子

　

あ
な
た
は
、
税
に
つ
い
て
ど
う
思

い
ま
す
か
。
別
に
ど
う
も
思
わ
な

い
と
い
う
人
も
い
れ
ば
、
め
ん
ど
く

さ
い
と
思
う
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
私
も
、
昔
ま
で
は

め
ん
ど
く
さ
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
「
税

金
な
ん
か
と
っ
て
な
ん
に
な
る
と
」

っ
て
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
今
は
、

心
か
ら
税
金
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

  

私
が
幼
い
頃
、
私
の
お
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
悲

し
い
こ
と
で
し
た
。
で
も
、
そ
う
い

え
ば
、
お
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
つ
も
楽

し
そ
う
だ
っ
た
な
ぁ
、
と
最
近
思

い
ま
す
。
き
っ
と
税
金
の
お
か
げ
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
税
金
の
お
か
げ

で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
方
な

ど
が
朝
か
ら
む
か
え
に
き
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
き
っ
ち
り
と

め
ん
ど
う
を
見
て
く
だ
さ
っ
て
ま
し

た
。
だ
か
ら
き
っ
と
、
お
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
毎
日
笑
っ
て
す
ご
せ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も

お
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
私
達
に
伝
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

会
う
た
び
に
聞
か
さ
れ
、
死
ぬ
ま

で
ず
っ
と
言
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。

　

「
税
金
あ
り
が
と
う
。
税
金
を

お
さ
め
て
く
れ
る
方
々
あ
り
が
と

う
。
税
金
の
お
か
げ
で
楽
し
か
っ
た
。

生
き
ら
れ
た
。」

と
、
私
達
に
伝
え
る
よ
う
に
何
度

も
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
、
幼
か

っ
た
私
は
そ
の
時
、
そ
の
言
葉
を

理
解
す
る
の
が
と
て
も
難
し
か
っ
た

で
す
。
で
も
、
あ
る
意
味
、
単
純

で
簡
単
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
そ
れ
だ
け
私
達
が
税
に
守
ら

れ
て
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、

税
は
私
達
に
必
要
で
と
て
も
大
切

な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

  

め
ん
ど
く
さ
い
と
思
っ
て
た
税

金
、
そ
れ
が
、
今
は
必
要
な
税
金

へ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
達

の
命
を
救
う
税
金
と
し
て
、
い
つ
ま

で
も
な
く
な
る
こ
と
な
く
、
ず
っ

と
ず
っ
と
私
達
の
暮
ら
し
の
そ
ば
に

い
て
ほ
し
い
で
す
。
私
は
大
人
に
な

っ
た
ら
、
き
ち
ん
と
税
金
の
納
め

ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
私

の
思
う
き
ち
ん
と
税
金
の
納
め
ら

れ
る
人
と
い
う
の
は
、
何
も
知
ら

な
い
で
た
だ
税
金
を
納
め
る
人
じ

ゃ
な
く
て
、
税
金
の
事
を
知
っ
て

納
め
る
人
で
す
。
私
は
そ
う
い
う

人
に
な
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
少
し
で
も
誰
か
の
役
に

立
て
た
ら
最
高
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
、
「税
金
あ
り
が
と
う
。」

　

年
金
所
得
者
で
、
確
定
申
告
書

の
記
載
方
法
等
に
つ
い
て
不
明
な

点
が
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

「
年

金
所
得
者
に
対
す
る
確
定
申
告
説

明
会
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
説
明
会
日
程
表

下
表
参
照

●
持
っ
て
く
る
書
類
等

▽
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

▽
社
会
保
険
料

（
国
民
健
康
保

険
税
等
）、
生
命
保
険
料
、
地
震

保
険
料
の
払
込
領
収
書
ま
た
は
支

払
調
書

▽
計
算
用
具

（電
卓
等
）

▽
印
鑑

▽
そ
の
他
申
告
に
必
要
な
も
の

［
問
］
玉
名
税
務
署

☎
72
・
２
１
２
５

期　間 説明会会場 時　間

２月４日 （月） ～８日 （金）
あらおシティモール

２階　シティホール

午前 10時 30 分～正午

午後 1時 30 分～３時

２月 12 日 （火） ～ 13 日 （水）
玉名市民会館

第一会議室

午前 10時～ 11時 30 分

午後２時～３時 30 分

年
金
所
得
者
に
対
す
る
確
定
申
告
説
明
会

●説明会日程

※都合のよい日時でご利用ください

くらしの情報
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熊
本
県
臨
時
職
員
募
集

　

熊
本
県
玉
名
地
域
振
興
局
で

は
、
臨
時
職
員

（
事
務
補
助
）
の

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
人
数　
　

18
人
程
度

●
申
込
受
付
期
間

１
月
25
日

（金
）
ま
で

●
試
験
日　

２
月
９
日

（土
）

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
採
用
案
内
）
ま
た
は
試
験
案
内

で
確
認
く
だ
さ
い
。　
　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス h

ttp
://

w
w

w
.p

ref.k
u
m

am
oto.jp

/

［
申
・
問
］
県
玉
名
地
域
振
興
局

総
務
振
興
課

☎
74
・
２
１
１
１

（内
線
314
）　 

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
の

ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
を
！

　

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
は
、
植
物
防

疫
法
に
よ
り
発
生
地
域
か
ら
の
移

動
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨

年
10
月
に
鹿
児
島
県
出
水
市
と
指

宿
市
で
相
次
い
で
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
国
内
で
は
奄
美
群
島
以
南
の

南
西
諸
島
や
小
笠
原
諸
島
で
発
生

し
て
い
て
、
そ
れ
よ
り
北
は
未
発

生
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
マ
イ

マ
イ
は
野
菜
類
を
中
心
に
多
く
の

栽
培
食
物
を
食
害
し
、
甚
大
な
被

害
を
与
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
発
生
地
域
か
ら
の

生
貝
の
持
ち
出
し
を
し
な
い
こ
と
、

ま
た
発
生
地
域
か
ら
苗
木
や
観
葉

植
物
を
持
ち
込
む
時
に
は
、
卵
を

含
め
て
本
マ
イ
マ
イ
の
付
着
が
な
い

こ
と
を
確
認
い
た
だ
き
、
ま
ん
延

防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
ま
す
。

［
問
］
門
司
植
物
防
疫
所

☎
093
・
321
・
２
８
０
９

熊
本
県
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

放
送
局
‐
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｓ
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
熊
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
や
県
政
の
話
題
、
知
事
の
定
例

記
者
会
見
な
ど
の
動
画
を
県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
配
信
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
スh

ttp
://

w
w

w
.p

ref.k
u
m

am
oto.jp

/k
ib

s/

in
d
ex

.h
tm

l

［
問
］
県
広
報
課
☎
096
・
333
・
２
０
２
７

（内
線
３
１
３
７
）

　

平
成
20
年
度
有
明
広
域
行
政
事

務
組
合
建
設
工
事
等
の
入
札
に
参

加
希
望
の
方
は
、
次
の
と
お
り

「建

設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
」
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
の

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
19
年
１
月
か
ら
２

月
末
ま
で
に
提
出
を
さ
れ
た
方

は
、
隔
年
制
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

今
回
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
受
付
期
間　

２
月
29
日

（
金
）

ま
で

（土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

●
有
効
期
間　

４
月
１
日
よ
り
、

平
成
21
年
３
月
31
日
の
１
年
間

●
書
類
様
式　

国
土
交
通
省
統
一

様
式

「
一
般
競
争

（
指
名
競
争
）

参
加
資
格
審
査
申
請
書
」

《添
付
書
類
》

①
一
般
競
争

（
指
名
競
争
）
参

加
資
格
審
査
申
請
書

②
工
事
経
歴
書

③
営
業
所
一
覧
表

④
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知

書
・
総
合
評
定
値
通
知
書
※
写
し

⑤
建
設
業
許
可
証
明
書
※
写
し

⑥
商
業
登
記
簿
謄
本

（法
人
）
ま

平
成
20
年
度　

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

た
は
身
元
証
明
書

（
個
人
）
※
写

し⑦
納
税
証
明
書

（
国
・
県
・
市

町
村
）
※
写
し

⑧
印
鑑
証
明
書
※
写
し
可

⑨
使
用
印
鑑
届
※
原
本

⑩
技
術
者
一
覧
表
お
よ
び
名
簿
ま

た
は
経
歴
書

⑪
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
加

入
・
履
行
証
明
書
※
写
し

⑫
労
災
保
険
支
払
証
明
書

（完
納

証
明
お
よ
び
未
納
が
な
い
証
明
）

※
写
し

⑬
郵
送
時
の
み
受
付
票
お
よ
び
返

信
用
封
筒
ま
た
は
は
が
き

⑭
委
任
す
る
場
合
委
任
状

●
提
出
方
法　

１
部
提
出

（
Ａ
４
フ

ァ
イ
ル
綴
じ
で
、
綴
じ
具
と
も
焼

却
可
能
な
も
の
）、
持
参
・
郵
送

い
ず
れ
も
可

（
郵
送
に
つ
い
て
は
、

消
印
有
効
）

●
提
出
場
所　

〒
865
・
０
０
０
５

玉
名
市
玉
名
２
１
５
７
番
地
32

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務

課
［
問
］
有
明
広
域
行
政
事
務
組
合

☎
72
・
５
８
８
５

◆このコーナーでは、 福岡

県の近隣４市 （大牟田市・

大川市 ・ 柳川市 ・ みやま

市） とイベント開催等の情

報交換を行い、 市民の皆

さんの暮らしがより豊かに

なるようお知らせします。

【みやま市】　幸若舞　

　日本最古の舞楽として、 700 年の伝統を持つ幸若舞。 みやま市のみに現存し、 国の

重要無形民俗文化財にも指定されています。 ▼日時　１月 20 日 ( 日 ) 午前 11 時 30 分

～▼ところ　大江天満神社舞堂　［問］みやま市生涯学習課☎ 0944 ‐ 64 ‐ 2165

【大川市】　古賀政男記念 「大川音楽祭」 出場者募集

　▼期日　３月２日 （日） ▼ところ　大川市文化センター▼募集期間　１月 31 日 （木）

まで▼募集部門　古賀メロディー、 民謡、 一般歌謡　

［問］古賀政男記念館☎ 0944 ‐ 86 ‐ 4133

殻高 10 ㎝ （成貝）



  13  広報あらお  Ｈ 20 新春合併号

くらしの情報・募集・イベント

試
験
と
募
集

イ
ベ
ン
ト

第
５
回
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座

　

心
に
病
を
持
つ
人
た
ち
と
、
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
、
一

緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
…
２
月
～
４
月
の
土
曜

（全

８
回
…
講
座
５
回
、
体
験
交
流
３

回
）
／
手
鎌
地
区
公
民
館

（
大

牟
田
市
手
鎌
１
３
０
０
‐
42
）
で

／
対
象
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
わ

る
意
欲
の
あ
る
人
15
名
／
申
込
方

法
…
１
月
25
日

（
金
）
ま
で
に
電

話
で

［
申
・
問
］　

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー

「潮
」

☎
０
９
４
４
・
41
・
８
７
３
３

平
成
19
年
度

「
市
民
講
座
」　

　

21
世
紀
に
お
け
る
社
会
や
暮
ら

し
と
人
間
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

現
代
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
学
習

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

日
時
…
①
２
月
９
日

（
土
）
②

３
月
８
日

（
土
）
午
後
１
時
～
３

時
／
中
央
公
民
館  

視
聴
覚
室
で

／
テ
ー
マ
…
①

「
裁
判
員
制
度
と

は
」
（
熊
本
地
方
裁
判
所
出
前
講

座
）
②

「
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
に
対
す
る
防
災
対
策
と
住
宅
の

防
火
対
策
に
つ
い
て
」
（
熊
本
県
職

員
出
前
講
座
）
／
対
象
…
荒
尾
市

内
の
方　

50
名

（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）
／
受
講
料
…
無
料
／
申

込
方
法
…
直
接
来
館
、
ま
た
は
ハ

ガ
キ
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
／
申

第
11
回
九
州
チ
ャ
レ
ン
ジ
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
出
場
者
募
集

　

期
日
…
３
月
16
日

（
日
）
／
熊

本
県
民
総
合
運
動
公
園
・
Ｋ
Ｋ
Ｗ

Ｉ
Ｎ
Ｇ

（
熊
本
市
平
山
町
２
７
７
６

番
地
）
で
／
申
込
締
切
…
２
月
８

日

（金
）
必
着

［
問
］
熊
本
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
協
会
☎
096
・
383
・
６
５
５
３

豆
ま
き

　

泣
い
て
笑
っ
て
、
鬼
さ
ん
と
遊
び

ま
し
ょ
う
。

　

日
時
…
２
月
３
日(

日)

午
後
2

時
～
／
児
童
セ
ン
タ
ー
遊
戯
室
で

／
入
場
料
…
無
料

［
問
］
児
童
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
２
５
１
７

大
牟
田
文
化
会
館　

イ
ベ
ン
ト

　

内
容
…
①
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
冬

番
組

『
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
』

②
名
作
映
画
劇
場

「
オ
リ
ヲ
ン
座

か
ら
の
招
待
状
」
／
日
時
…
①
２

月
24
日

（日
）
ま
で
の
土
・
日
曜
、

祝
日
午
後
２
時
～
②
２
月
９
日

（土
）
午
前
10
時
～
、午
後
１
時
～
、

午
後
４
時
～
、
午
後
７
時
～
／
対

象
お
よ
び
定
員
…
①
定
員
120
名
／

入
場
料
…
①
一
般
310
円
、
高
校
生

◆このコーナーでは、荒尾・

玉名地域２市４町広報紙

の合同企画により、 情報

の交換掲載を行なってい

ます。

　 荒玉かわらばん
荒尾 ・玉名地域情報コーナー

【長洲町】 的ばかい出場者募集 !!

　約 850 年の歴史と伝統を受け継ぐ、

勇壮果敢な祭り ｢ 的ばかい」 の出場

者を募集しています。 皆さんのご参加

をお待ちしています。

▼日時　1 月 20 日 （日） 午後 1 時～

▼ところ　四王子神社周辺

［問］長洲町産業振興課☎ 78 ‐ 3111

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

平
成
20
年
度
訓
練
生
募
集

　

訓
練
期
間
…
１
年
間

（
４
月
10

日

（
木
）
～
平
成
21
年
３
月
18
日

（
水
）
／
募
集
科
目
・
定
員
…
電

気
設
備
科
23
名
、
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス

科
８
名
、
機
械
技
術
科
20
名
、
溶

接
技
術
科
20
名
、
家
屋
営
繕
科

20
名
／
応
募
資
格
…
再
就
職
ま
た

は
転
職
希
望
者
。
た
だ
し
、
電
気

設
備
科
・
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
は
高

校
卒
業
以
上

（
平
成
20
年
３
月
卒

業
見
込
み
者
を
含
む
）
ま
た
は
こ

れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
者
で
年
齢
制
限
あ

り
／
募
集
期
間
…
２
月
20
日

（水
）

ま
で
／
選
考
日
…
３
月
11
日

（火
）

／
選
考
方
法
…
①
適
性
試
験
②
面

接
③
学
科
試
験

（
国
語
・
数
学
）

※
③
は
電
気
設
備
科
、
Ｏ
Ａ
ビ
ジ

ネ
ス
科
の
み
／
合
格
発
表
…
３
月

25
日
（火
）
／
受
講
料
…
無
料
（別

途
教
科
書
代
等
の
経
費
が
必
要
）

［
申
・
問
］
大
牟
田
高
等
技
術
専

門
校
☎
０
９
４
４
・
54
・
０
３
２
０

込
締
切
…
１
月
15
日

（
火
）
～
２

月
８
日

（金
）

［
問
・
申
］
中
央
公
民
館

☎
62
・
０
０
５
１　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スaram

olib
08@

arao-city
m

all.com

210
円
、
４
才
～
中
学
生
100
円
②
一

般
１
０
０
０
円

（
前
売
）、
高
校
生

以
下
700
円

（
前
売
）
※
当
日
300

円
増

［
申
・
問
］
大
牟
田
文
化
会
館

☎
０
９
４
４
・
55
・
３
１
３
１

図
書
館　

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

１
月
19
日

（
土
）
は
、
文

化
セ
ン
タ
ー
で
の
県
子
ど
も
の

読
書
活
動
推
進
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開
催
に
伴
い
臨
時
休
館
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

［
問
］
社
会
教
育
課

☎
63
・
１
６
８
１

図
書
館
☎
63
・
２
３
７
９
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荒尾総合文化センター情報
荒尾総合文化センター
〒 864-0041　荒尾 4186-19　☎ 66-4111　FAX66-4115

●２月のホール （大 ： 大ホール　小 ：小ホール）

２月

●２月の展示会

日 （曜） 催し物 会場 主催者 ・ 問い合せ先 　開場 ・ 受付／開演～終演 入場方法

2( 土 )
平成 19 年度荒玉地域み
んなでいきいきフォーラム

大
荒尾市総務課
☎ 63-1208

12:00 ／ 13:00 ～ 15:40 関係者 ・一般

4( 月 )
ワールドキャンパス受入に
伴うホストファミリー説明会

小
アッピーありあけ （西村）

☎ 66-1109
17:30 ／ 18:00 ～ 18:30 関係者

9( 土 )
荒尾市青少年育成市民
会議 30周年記念大会

小
荒尾市教育委員会

（社会教育課） ☎ 63-1681
13:30 ／ 14:00 ～ 16:40 関係者 ・一般

10( 日 )

第 19 回
たのしいおゆうぎ会

大
みやじま幼稚園
☎ 62-6234

9:00 ／ 9:30 ～ 12:00 関係者 ・一般

Ｚｉ : ｇｒｏｏｖｅダンス発表会 小
Ｚｉ : ｇｒｏｏｖｅ
☎ 78-3524

18:30 ／ 19:00 ～ 21:00
�￥1,500 （ 全 自 由
席、 前売 ・当日券）

15( 金 )
第 27 回
テーマ別研修発表会

小
( 社 ) 熊本県労働基準協会

玉名支部☎ 71-1601
13:00 ／ 13:30 ～ 17:00 関係者 ・一般

17( 日 )
橋下 徹 講演会 大

( 株 ) コープサービス
（福本） ☎ 092-411-5161

13:00 ／ 13:30 ～ 15:00 関係者

平成 19年度 
荒尾市子ども会大会

小
荒尾市子ども会連合会 ・ 荒
尾市教育委員会☎ 63-1681

9:00 ／ 9:30 ～ 12:20 関係者 ・一般

21( 木 ) ほのぼの老人懇談講演会 小
荒尾市保健センター
☎ 63-1133

13:30 ／ 14:00 ～ 16:00 関係者 ・一般

23( 土 ) みんなで楽しむ音楽発表会 大
荒尾四ッ山幼稚園
☎ 62-0649

9:00 ／ 9:30 ～ 12:00 関係者

24( 日 )
荒尾総合文化センター
映画鑑賞会

大
荒尾総合文化センター

☎ 66-4111
詳しくは、 下記をご覧ください。

日 （曜） 催し物 会場 主催者 ・ 問い合わせ先 入場方法

15( 金 )
第 27 回テーマ別研修発表会
安全器具掲示 ・展示

アートフォーラム
( 社 ) 熊本県労働基準協会

玉名支部☎ 71-1601
無料

　22( 金 )　～　　　
　27 日 ( 水 )

荒尾市小中学校工作展 アートフォーラム
荒尾市教育委員会（清里小・北村）

☎ 68-0191
無料

これは、 12 月 10 日現在予定されているものです。 時間など変更になる場合がありますので、 詳しくは主催者にお問い合わせください。  

≪三遊亭歌之介 独演会≫ 　３月 28 日 （金） 決定 !!
古典と新作を器用に使い分けるところは師匠 （圓歌） 譲り。 　　　　　　　　※開演時間、 チケット、 プレイガイド等の

　　ローカル感覚を生かした新作落語は独特で他の追随を許しません。 　　　詳しいことは次号にてお知らせいたします。

　　　　　観客を爆笑の渦に巻き込みます。

　　　 　　２月 24 日 （日） 荒尾総合文化センター映画鑑賞会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（二本立２回上映）

　　　　　　① 『俺は、 君のためにこそ死ににいく』

　　　　　

2007 年東映作品　キャスト ： 徳重 聡、 窪塚洋介、 筒井道隆、 岸 惠子ほか

② 『東京タワー　オカンとボクと、 時々、 オトン』

　　　　　

2007 年松竹作品　キャスト ： オダギリジョー、 樹木希林、 内田也哉子、 松　たか子、 小林 薫ほか

　　

好評発売中！

【上映時間】
　　　　　　　　　　　　　　                    

【チケット ・ １日通し券】　　　　　　　　　  9:00 開場  9:30 ～ 11:54…①　      　　                       ペ  ア  券　　    　￥1,800 （前売のみ）
　　　　　　　　　12:00 開場 12:30 ～ 14:50…②　　　　　　　                     大  人  券　　    　￥1,100 （当日￥1,300）
　　　　　　　　　15:00 開場 15:30 ～ 17:54…①　　　　　　　                     高校生以下券　  　  ￥600 （当日￥800）
　　　　　　　　　18:00 開場 18:30 ～ 20:50…②　　 　  　　  　　　　　　　　　　シルバー券 ［65 歳以上］ ￥900 （当日￥1,000）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　　　　　証明するものをお持ちください。 　　　　　　　　　　　　　
【プレイガイド】 荒尾総合文化センター、 荒尾市役所総合案内、 荒尾市中央公民館、 玉名市民会館、 大牟田文化会館、
ながす未来館、 エヌシーみいけ荒尾シティーモール店、 ローソンチケット、 チケットぴあ、 有明新報社

■ 「ＮＨＫのど自慢」 の放送予定　　　　　　１月 27 日 （日） 午後０時 15 分～１時 （録画放送）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［総合 ・ 衛星第２ ・ ラジオ第１ ・ 国際］
■ 「ＮＨＫのど自慢予選会」 の放送予定　 １月 26 日 （土） 午後２時～４時 （予定）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                ［熊本県域／総合］　

　　荒尾市で

開催されました！
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求　　　人　　　案　　　内
12 月６日現在玉名公共職業安定所調べ

文化センター・求人・母子健診

２月の母子健診・ＢＣＧ接種・健康相談日程表

種別 日 （曜） 対象者 会場 受付時間

３か月児健診 13 日 （水） 平成 19 年 10 月生まれ
　
　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

（
市
立
図
書
館
南
側
）

13 時 15 分～
14 時

７か月児健診 28 日 （木） 平成 19 年７月生まれ

1 歳６か月児健診 20 日 （水） 平成 18 年７月生まれ

３歳児健診 22 日 （金） 平成 16 年８月生まれ

育児相談 12 日 （火） 育児に関して相談のある方
（子供さんもお連れください）

10 時～
10 時 45 分

ＢＣＧ　
予防接種

26 日 （火） 生後３か月から生後６か月
未満の乳児

13 時 30 分 ～
14 時 30 分

健康相談

12 日 （火） 成人 ・老人で心身の健康に
関して相談のある方

10時～
10 時 45 分

13 日 （水）
27 日 （水） 満 60 歳以上の方　他

老人福祉
センター

９ 時 30 分 ～
11 時 30 分

　●妊娠届出日…第１ ・ 第

３ ・ 第５水曜　午前 10 時～

10 時 15 分／市保健センタ

ーで／受付終了後、 ミニ母

親学級を開催します （約１

時間）。 なるべく妊婦さん自

身がおいでください。

　●赤ちゃんの発育や育児

について、 妊娠中の生活

についてなど、 何か困った

ことや心配なことがあるとき

は、 気軽にご相談ください。

［問］保健センター

☎ 63-1133

 

▽掲載内容は、 ほんの一部です。 このほかにも多数求人の案内があります。

求人申込みおよび雇用保険等の手続きは、玉名公共職業安定所でお願いします。

［問］玉名公共職業安定所 （☎ 72-8609） または荒尾市職業相談室 (☎ 63-1689） へ

　 今月の税

　　 市県民税４期

国民健康保険税８期

納期限１月 31 日 ( 木 )

   納期限内に納めましょう　

        口座振替の方は

口座の残高をご確認ください

  ［問］収納課☎ 63-1353

玉＝玉名 （職業安定所名） －求人番号

玉 -5398671 病院医事事務               3 名年齢不問  170,000 ～ 225,000 円

玉 -5400071 製缶 ・配管                  2 名年齢不問  180,000 ～ 240,000 円

玉 -5402671 普通トラック運転手 （4 ｔ） 1 名年齢不問  200,000 ～ 240,000 円

玉 -5399571 溶接工 ・組立工            2 名年齢不問  161,000 ～ 195,500 円

玉 -5355071 溶接工 （請）                5 名年齢不問   175,000 ～ 500,000 円

玉 -5270571 調理師 （見習可）          2 名年齢不問   130,000 ～ 250,000 円

玉 -5267171 エステティシャン            5 名年齢不問   140,000 ～ 350,000 円

玉 -5299871 部品解体業務、 倉庫内整理

                                                   1 名年齢不問   115,000 ～ 184,000 円

玉 -5385871 足場作業見習              2 名年齢不問                   192,000 円

玉 -5292171 美容師補助員              2 名年齢不問   120,000 ～ 220,000 円

玉 -5371071 推進工                       3 名年齢不問    200,000 ～ 350,000 円

玉 -5294371 電気機械据付調整工 （請）

                                                   6 名年齢不問   218,400 ～ 236,000 円

玉 -5276171 和食調理師 （見習可）　　2 名年齢不問　 138,800 ～ 250,000 円

玉 -5297471 キャディ　　　　　　　　　　　 8 名年齢不問 　180,000 ～ 200,000 円

玉 -5271471 ミシン ・ アイロン工　　　　　2 名年齢不問　　　　　　　　　　 98,560 円

玉 -5335271 製缶工　　　　　　　　　　　 2 名年齢不問　　149,500 ～ 230,000 円

玉 -5285071 機械設計　　　　　　　　　　1 名年齢不問　 160,000 ～ 250,000 円

玉 -5323571 薬剤師　　　　　　　　　　　 1 名年齢不問                   280,000 円

玉 -5273871 薬剤師                       1 名年齢不問    280,000 ～ 330,000 円

玉 -5283971 大型ダンプ運転手         2 名年齢不問    150,000 ～ 220,000 円

玉 -5306671 正看護師                    1 名年齢不問   181,000 ～ 205,600 円

玉 -5379971 販売                          1 名年齢不問    130,000 ～ 250,000 円

玉 -5255771 一般事務                    1 名年齢不問   114,400 ～ 153,200 円

玉 -5244671 正 ・ 准看護師              1 名年齢不問                   210,000 円

平日夜間小児救急診療当番医
および休日当番医変更のお知らせ

　12 月 15 日号 21 ページでお

知らせした 「平日夜間小児救

急診療当番医」 「休日当番医」

に次のとおり変更がありましたの

でお知らせします。

●１月 27 日 （日） 内科系

（変更後） 鴻江病院　新生西　

　　　　　　☎ 62 ‐ 0525

●１月 28 日 （月）

（変更後）荒尾市民病院（中島明）

　　　　☎ 63 ‐ 1115

●１月 29 日 （火）

（変更後） 田宮医院　大島町

　　　　　　　　☎ 62 ‐ 0017

　　　　［問］保健センター

　　　　　☎ 63 ‐ 1133
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編
者
の
つ
ぶ
や
き

題
　
字
　
を
　
か
　
き

　
ま　
し　た

題
　
字

　を
　か　き　ま　し

　
た

第三小６年　小松紗
さ

也
や

佳
か

さん

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

表
紙
に
す
る
お
正
月
の
風
景
を
撮
ろ
う

と
四
山
神
社
に
行
き
ま
し
た
。
少
し
早
か

っ
た
よ
う
で
す
。
参
拝
客
も
ま
だ
疎ま

ば

ら
で

先
に
お
参
り
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

お
賽
銭
を
入
れ
、
手
を
合
わ
せ
…
さ
て
何

を
お
願
い
し
よ
う
か
な
…
願
い
事
は
つ
き

ま
せ
ん
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と
浮
か
ぶ
の
で

す
が
や
は
り
家
族
、
親
友
の
健
康
が
一
番

で
す
。

　

願
い
事
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
が
、
誰

も
が
大
切
な
何
か
を
思
い
お
参
り
し
て
い

る
姿
を
見
て
、
２
０
０
８
年
が
素
敵
な
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
り
な
が
ら
改
め
て
願
っ
た
の
で
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「史
」

　

学
校
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
好
き
な

科
目
は
算
数
で
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に
入

っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
に
な
っ
て
も
続
け

た
い
で
す
。

　

将
来
は
、
ト
リ
マ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

わたしたちが実現する「元気なあらお」
　市民と行政が一丸となって産業の再生と創出、 住みよいまちの創出、 賑わいの創
出などに取り組み、 有明地域で最も優れた都市づくりを進めています。

企業誘致の推進

　「荒尾カートピア構想」 の第１号となる㈱九州トリッ

クスの誘致に成功するなど、 今後とも自動車関連

産業の誘致活動を展開します。

安全で安心なまちづくり

　初めての大規模訓練となる 「荒尾市防災訓練」

が関係機関一体となって行われるなど、 安全で安

心して暮らせるまちづくりを進めています。

観光交流の拠点づくり

　国の重要文化財である万田坑とその周辺整備

を進め、 万田坑の魅力を一層向上させることで観

光交流の拡大を図っています。

広がる地域元気づくり

　平成 15 年度からスタートした地域元気づくり事

業も 10 校区に広がり、 地域の特色を活かした事

業に取り組まれています。


